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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月24日(2017.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　メインフレーム１の右側の接続部３６Ｒに、板材からなる第１取付片４６が溶接により
固着され、第１取付片４６に２つのねじ孔４６ａが形成されている。本実施形態では、ね
じ孔４６ａは溶接ナットにより形成されている。左側の接続部３６Ｌは、有底の円筒パイ
プ４８からなり、円筒パイプ４８の底部にボルト挿通孔４８ａが形成されている。左側の
第２フレーム片１ｂにおける接続部３６Ｌの近傍に、板材からなる第２取付片５０が溶接
により固着され、第２取付片５０に１つのボルト挿通孔５０ａが形成されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　つぎに、ボルト７４，７６によりエンジンブラケット４０をメインフレーム１に取り付
ける。詳細には、ボルト７４を右側のエンジンブラケット４０Ｒのボルト挿通孔４２に挿
通し、第１取付片４６のねじ孔４６ａに締め付ける。また、ボルト７６を円筒パイプ４８
のボルト挿通孔４８ａおよび第２取付片５０のボルト挿通孔５０ａに挿通し、左側のエン
ジンブラケット４０Ｌのねじ孔５２に締め付ける。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　本発明は、以上の実施形態に限定されるものでなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内
で、種々の追加、変更または削除が可能である。例えば、上記実施形態では、第１および
第２マウント部Ｍ１，Ｍ２をラバーマウントで構成したが、少なくとも第１マウント部Ｍ
１がラバーマウントであればよく、第２および第３はマウント部Ｍ２，Ｍ３は、ラバーマ
ウントであってもリジッドマウントのどちらでもよい。また、第１マウント部Ｍ１でクラ
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ンクケース２２の前部を支持してもよい。さらに、第３マウント部Ｍ３もスイングアーム
ブラケット１１に設けてもよい。したがって、そのようなものも本発明の範囲内に含まれ
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図４】
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